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名古屋

研修協力：お茶の水ケアサービス学院

【 研 修 内 容 】
・介護記録を書く意味
・介護記録を書く上でのポイント
・介護記録には何を書けばよいのか
・介護記録の総点検
・記録改善の方法
・事業所全体に伝達するためのポイント　　

老人保健施設やケアハウスなどで介護相談員および施設長代行を務めた後、
株式会社ねこの手を設立。介護コンサルタントとして多数の顧問先を持ち、実地
指導にまつまるコンサルテーションも行っている。
【主な著書】添削式介護記録の書き方（ひかりのくに）

ご自分の事業所の現在の
記録の点検も出来ます！

・事業所で記入したケース記録（7日分）を持参して頂き、点検する
　ことも可能です。（受講条件ではございません）
・記録を持参されなくても記録サンプルをご用意しております。

　記録の目的は、①利用者の情報把握、②業務遂行の根拠、③職員間の情報共有、④利用者・家族への情報提供、
⑤サービスの振り返り、⑥質の高いサービスの提供につなげることと言われています。
　しかし、現場では「何を記録すればいいのか分らない」、「記録が面倒で、書く時間がない」、「何を書いているか
分らない」などの声がよく上がります。これは、記録に不可欠な情報に職員が気づけなかったり、気づいたとしても、
その気づきを記録に適切に反映できていないことが大きな要因の一つです。
　本研修では、記録の目的を踏まえて、利用者の観察のポイントを知り、「気づき」を促し、「気づき」を「記録」に
適切に反映させるための記録の知識と技術の学ぶとともに記録の総点検を行います。事例や演習を通して、自己の記録
の課題を発見し、適切な記録の充実を図れるカリキュラムに致しました。
　講師には介護記録に関する書籍を数多く執筆し、全国の介護施設のコンサルテーションをしております伊藤亜記先生
をお招きいたします。是非この機会にご受講いただき、介護記録の見直しと向上につなげていただければ幸いです。

キャンセルの連絡がない場合
キャンセル扱いになりません（　　　　　　　　　　　　　　） お申込み後７日目以降：受講料の半額

 9月11日（金）以降：受講料の全額
 

 職員の「気づき」を促し、行政処分を受けない
  「適切な記録」の整備方法をお伝えします！

株式会社ねこの手　代表取締役、介護コンサルタント

開催日：平成27年9月25日（金）9：30～15：30
会　場：東別院会館　（名古屋市中区橘2-8-45） 　
　　　　地下鉄名城線「東別院駅」より徒歩５分
受講料：９，５００円
講　師：伊藤 亜記　氏 

　

 介護記録に対する苦手意識が克服できる！
受講後すぐに適切な記録が書けるようになる

介護記録総点検セミナー

良い記録を書くには、記録の基となる情報が必要不可欠です。
その情報の源が職員の「気づき」です。職員が利用者の少し
の変化（表情、動き、心の状況）に「気づく」ことで、ケア
の質が高まるとともに、記録を通して、その「気づき」が他
の職員にも伝わります。介護の在り方を踏まえて「気づき」
を促すような利用者への観察の視点が学べます。

学べるポイント１
利用者の変化に「気づく」ことができても、その「気づき」を
記録に適切に反映させなければ、苦労して書いた記録も役立ち
ません。「気づいた情報」を「記録」にするための知識と技術
を学ぶとともに記録の総点検を行い、事業所または自己の記録
の課題を把握します。併せて、記録の負担を軽減させるような
方法も考えます。

学べるポイント２

利用者への「気づき」から「記録」の向上に結び付ける

メールアドレス（受講案内をメールでも送付いたします）
…………………………………………………………………………………………

● 記録の大切さを痛感しました。　● 他の職員にも聞いてもらいたい内容でした。　● 事業所で悩んでいたことを全て取り上げていただき
ました。気持ちが軽くなりました。　● 実際の事例をたくさんお話いただけたので良く理解できました。　●　記録がされていないことの
怖さを知りました。明日から頑張ります。　● 研修後のサポートまで考えていただき、ありがたかったです。また参加したいです。 

～　過去受講された方のアンケートより　～


